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はじめに

キャンパスの国際化に伴い、世界各国から東京大学

へ入学する留学生の数は増加の一途をたどっており、

平成 年実績では ｶ国から約 名の留学生が本

学で学んでいる。各国を代表する優秀な留学生が多数

訪れ一定期間滞在しているということは世界中の有能

なリソースを一時預かっているようなものである。こ

の有能なリソースを活用することを考えるのは、受け

入れ大学、留学生自身双方にとって大切なことである。

我々はそのリソースを英語ライティングに使えないか

と考えた。

欧米の大学では必ずと言っていいほど存在するライ

ティングセンターは、学生の課題や論文などのライテ

ィングの相談を受け、指導を行なうところである。構

成員は主任教員と数人のスタッフ、それに

から成っている。本学でもライティング

センターの設置が待たれるがなかなか実現は難しい。

国際工学教育推進機構・バイリンガルキャンパス推

進センター・国際化推進部門 で 年から工学

系共通講義としておこなっている科学技術英語（アカ

デミック・ライティング） で評価のために提出させ

るライティングの課題を見ると、世界各地から来てい

る優秀な留学生はネイティブでなくても日本人学生の

手本となるような文章を書く場合が多い。高校までの

教育によるものと思われるが、この能力を活かして日

本人学生を指導させれば、日本人学生のためになるば

かりか、留学生たちにとっても誇りとなり、また生活

の助けにもなる。そこで彼らを として

に登用することを考えた。

科学技術英語受講者の中から特に優秀な留学生を選

抜し、ネイティブ講師による訓練を施し、先輩 によ

る教育を受けさせてから実際の添削指導にあたらせる。

ノウハウは代々継承され次学期へと繋がっていく。

では、学生の様々なライティングの相談に応じ

るが、依頼された書き物をただ添削するだけではなく、

今後、学生たちが自分でも上手く書けるように根本的

な指導をするように注意している。

スペシャル・イングリッシュ・レッスンの に留学

生を登用したのを契機に では優秀な留学生の存在

価値を重視し、部門内の各プログラムで留学生を活用

している 。アカデミック・ライティングを受講した

留学生から を選抜するこのシステム は、日

本人学生の英語ライティング力の向上と、留学生の能

力の活用を同時に可能とするところに意味が有る。国

際化時代の今、留学生を大学の一時的なお客さんとみ

るのではなく有能なリソースとしていかに誇りを持た

せて活用するかは、大学国際化の成否の鍵を握るもの

といえよう。
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次に の具体的な手順を紹介する。

の選抜と訓練

の指導員として 数名を選抜

※ 東京大学大学院工学系研究科国際工学教育推進機構 
 

図 国際化推進部門を中心とする各種プロ

グラム間で留学生を活用し循環するシステム
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した。まず、科学技術英語（アカデミック・ライティ

ング）を担当する教員がライティング課題において特

に優秀な成績を挙げた留学生を選出し、その推薦を受

けて 候補者とする。彼らは面談の上、 として

登録され、一ヶ月間訓練を受ける。ネイティブ講師に

よるコーパスの使用法、その他ライティング指導に有

益なサイトの説明を受け、さらに前年度の から

指導を受ける。この間、顧客 がいれば添削

をしながら を行なう。教材

として下記の書物等を紹介した。

実施要項

毎週火曜日の 時から 時、毎週木曜日の 時か

ら 時の二回を として設定し、この時間帯

に を二人ずつ配置。二人で相談しながらよりよい指

導を行なう。一方、顧客はメールでアポイントメント

をとり と日時を約束する。添削を頼むカスタマー

は前もってメールで文書を送り、下見をしてもらう。

当日は必ず執筆者本人がコンサルタントに来て、単に

添削してもらうだけでなく、同じ間違いを繰り返さな

いように原理原則を教えてもらう。一回で終わらない

場合は、 度までは続けてコンサルタントを受けるこ

とができる。

図 の案内

結果および考察

ポータルサイトやガイダンスでのフライヤー配布な

ど様々な手法で告知したが、研究科内で充分に知られ

ているとは言い難い。だが、教員の紹介もあって顧客

も増加しており、一旦受講した顧客は非常に満足し、

繰り返し利用することが多い。 たちにとっても顧客

が来る方が勉強になり、またモチベーションも高くな

る。

表 年度別顧客数

以下に の日報を一部紹

介する。

-Today we had a customer 
who was interested in 

checking a conference paper. His English writing was 
pretty good grammatically, however he wanted to 
make his ‘Abstract’ and ‘Conclusion’ parts more 
appealing. We gave him some suggestions based on 
the materials we learned in our previous TA sessions. 
He will edit his paper and come back next week for 
second evaluation.
-Ali and I spent almost an hour to review Niina's paper. 
It was only four pages long and with minimum number 
of mistakes. We corrected some typos, taught her the 
correct format of tables and figures, guided her on the 
usage of numbers in academic writing, and helped her 
to improve the readability of her sentences. We also 
advised her to check the format and style requirements 
of the journal and make necessary changes 
accordingly. At the end of our discussion, we told her 
that she could come again for another session if she 
wants.
-Second customer also had to submit a paper at an 
international conference. The language of paper was 
much better than the previous one. Just a few 
grammatical, or punctuation mistakes. However, the 
“Abstract” needed restructuring. So we advised him 
accordingly. 

おわりに

このシステムを利用して、国際化プロジェクト内で

の留学生活用の好循環をつくることができた。しかし、

まだまだ認知度が低いので今後さまざまな方法で認知

度を上げていくことが課題である。
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